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事業概要 会社概要 

●商号 
 
 
●主な事業 
 
 
●代表者 
 
 
 
●経営陣 
 
 
 
 
 
●主要株主 
 
●設立 
 
●資本金 
 
●本社所在地 
 
 
●グループ会社 

株式会社ヘルスケアリレイションズ 
HealthCare Relations Co., Ltd. 
 
コンサルティング事業、IT製品の開発販売、お
よびITサービス事業 
 
池川充洋 
  （株式会社ケアコム代表取締役社長） 
 
 
池川充洋 (代表取締役社長) 
横田元   (取締役副社長) 
秋田哲男 (非常勤取締役) 
山口吉郎 (監査役) 
 
 
株式会社ケアコム100% 
 
2014年5月1日 
 
10,000,000円（2014年5月1日現在） 
 
東京都調布市多摩川３－３５－４ 
 
 
株式会社ケアコム 
株式会社ケア環境研究所 

株式会社ヘルスケアリレイションズ 会社概要/事業概要 

企業変革の実現のために、コンサルティング・ITテクノロジー・ITアウトソー
シングの３つのコアスキルを融合し、病院・医療・看護・介護向け商品/サー
ビスの提供を行っています。 

HealthCare Relationship Management ソリューション＆サービス 

  地域医療・介護連携システム ソリューション＆サービス   

  Hospital CRM ソリューション＆サービス    

  HealthCare Relationship Management Software 

提供商品＆サービス 

HealthCare Relations Co., Ltd. 
A  CARECOM  Company 

企業理念と行動指針 
【企業理念】 

ヘルスケアリレイションズは、 
よりよい療養環境を構築するため、 

人と情報と知識をつなぐ社会の発展に寄与します。 
 

【行動指針】 
「お客様価値最大化」 

お客様にとって、 
なにが大切であるのか、なにが本質であるのか、 

の視点を機軸に、 
これからの社会のあり方に寄与します。 
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事業実績 
■佐渡地域医療介護連携協議会 「さどひまわりネットシステム運用保守事業」 

■奈良県医療政策部  「地域医療在宅介護連携のICT調査企画事業」 

■岩手県気仙医療圏  「未来かなえネット構築事業」 

■横浜市医療局     「ICT活用地域医療連携ネットワークの企画調査事業」 

■総務省実証実験    「医療・介護情報連携基盤の活用の推進に関する調査」 

   (在宅医療・見守りPHR実証実験) 

■民間医療法人向け  「統合医療介護情報管理システム構築」 

■システムインテグレーター企業向け 

       「統合医療介護情報管理システム」ソフトウエア提供 
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統合医療介護情報管理システム 

医療介護双方向連携で多職種連携を支援 1 

電子カルテに依存せず標準規格で連携 2 

現場で使いやすい高い性能と高い信頼性 3 

3 

地域医療介護をつなぐ 
“見える化”する新ソリューション 

1.2  CoEsse       とは 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CoEsseソリューション紹介


さどひまわりネットで得たノウハウや技術を集結した統合医療介護情報管理システム　CoEsse(コエッセ）。
より簡単に、あらゆる施設で導入しやすいこの新システムの特長を
ご覧の4つのキーワードで見ていきましょう。


１．双方向連携を可能にするシステム
２．多職種連携を支援
３．電子カルテに依存しない多様な情報・機器連携
４．次世代医療介護情報システムのコンセプト
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お互いの施設の情報を、双方向で閲覧・発信できる お互いの施設の情報を、双方向で閲覧・発信できる 

医療介護双方向連携で多職種連携を支援 1 
お互いの施設の情報を、双方向で閲覧・発信できる 

4 

統合医療介護連携システム 

検査会社 
検診施設 

在宅 

介護施設 診療所・歯科 調剤薬局 中核病院 

ケアマネジャー かかりつけ医 看護師 中核病院医師 

レセコン・検査システム、画像システム・ 
電子カルテなどのデータを自動収集 

薬剤師 

治療、検査、処方や介護の情報まで含めた
多様なデータを多職種で共有 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CoEsse(コエッセ）は、レセコンや検査システム、画像システム、電子カルテなどに
格納されているデータを中央に集め、参加施設間で双方向共有するシステムです。

そのため、電子カルテを前提としておらず、診療所、薬局や介護施設などでも
導入しやすくなっております。また、「公開施設」、「参照施設」などの区別もありませんので、
全ての施設がお互いの情報を双方向に閲覧し、情報発信することができます。
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時
系

列
表

示
 

病院・診療所・薬局・介護施設・在宅等で発生した情報 

医療情報 

患者・住民基本情報(プロファイル) 

診療目的を理解した見やすい画面で時系列表示 

医療介護双方向連携で多職種連携を支援 
医療介護双方向連携を可能にする見やすい画面 

1 
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統合処方情報時系列表示 

検査・健診情報一元表示 

画像(内視鏡・PACS等)表示 

診療詳細情報表示(カルテ様式) 

複数の病院や施設に存在する患者医療情報が同時確認 

医療介護双方向連携で多職種連携を支援 
医療介護双方向連携を可能にする見やすい画面 

1 
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統合介護看護情報表示 訪問看護・温度板表示機能 

記録－退院サマリー/手術 

医療と介護の情報を多職種間において必要な情報が必要な時に共有化 

訪問看護計画－記録 

医療介護双方向連携で多職種連携を支援 
医療介護双方向連携を可能にする見やすい画面 

1 
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モバイル運用やオフラインでの運用も可能 

電波の繋がらない 
オフラインでも 
病名・処方、 
ADL・バイタル情
報が確認可能 

Bluetooth機器を
利用して 
バイタル情報自動
取得が可能 

医療介護双方向連携で多職種連携を支援 
モバイル運用にも対応した画面 

1 

統合医療情報表示 バイタルサイン自動取得 



© 2016  HealthCare Relations Co., Ltd. All rights reserved. 

HealthCare Relations 

統合医療介護連携システム 

さまざまなシステムから収集した患者情報を一元管理 

レセコンを中心に、 
多様なシステムとの 
連携が可能 

データ収集 データ収集 

データ収集 データ収集 

データ収集 データ収集 

さまざまなシステムから収集した患者情報を一元管理 

電子カルテ 

レセコン 

放射線画像 

内視鏡画像 

検査システム 

携帯端末 

電子カルテデータ 

レセプトデータ 

検査データ 

画像データ 

処方データ 

介護データ 画像データ 

電子カルテに依存せず標準規格で連携 2 

NSIPS 

SS-MIX2 
HL-7 

DICOM 

Template # 

Template # 

Template # 
Template # 

Template # 

Template # 

さまざまなシステムから収集した患者情報を一元管理 

9 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
レセコンを中心に、電子カルテ、検査システム、
放射線画像など多様なシステムとの連携が可能。

さまざまなシステムのデータフォーマットの違い
を吸収する仕組みを用意しているため、
現状の業務をほとんど変更することなく、
無理なく簡単に、診療情報、検査情報、画像情報、
処方情報などの患者情報を収集・共有することが可能です。
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対象データ項目 コード名等 規格名称 標準規格等の種類 

医薬品 HOT番号 HS001 医薬品HOT コードマスター 厚生労働省標準規格 

臨床検査項目 
臨床検査項目分類コード
（JLAC10） HS014 臨床検査マスター 医療情報標準化推進協議会医療情報標準化指針 

病名 ICD10コード HS005 ICD10 対応標準病名マスター 厚生労働省標準規格 

歯科病名 ICD10コード HS013 標準歯科病名マスタ 医療情報標準化推進協議会医療情報標準化指針 

入力データ種類 データ内容 備考 

電子カルテ 
SS-MIX2（ＨＬ７） 

JAHIS標準規定によるHL7 Ver2.5 形式のファイル 
SS-MIX2標準化ストレージを取込 

電子カルテ 
ＣＤＡ 

日本HL7協会制定済標準規格によるCDA形式のファイル 紹介状等、HL7協会制定基準のもの 

電子カルテ 
ＪＰＥＧ／ＰＤＦ 

電子カルテが保有するJPEGファイル／PDFファイル 院内の文書管理システムと連携しているもの等 

レセコン レセプト電算処理にて提出する厚生労働省規定のファイル 
（拡張子”UKE”のファイル） 

医科、歯科、調剤、介護レセの連携が可能 

検体検査システム JAHIS標準規定によるHL7 Ver2.5 形式のファイル 

診療支援統合システム 診療支援統合システムが保有するJPEGファイル／PDFファイル 

各種画像システム 画像システムが保有するDICOMファイル、JPEGファイル／PDFファイル PACS・放射線画像管理システム等 

表１ 連携できる標準形式（一部） 

表２ 連携できる標準形式（一部） 

標準規格の利用で接続システムを選ばない 

電子カルテに依存せず標準規格で連携 2 
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インターネット 
Private Cloud 

500名の完全同時アクセス 
でも性能が変わらない 

統合医療介護連携システム 

患者・利用者 700万人 

医療データ 2億件 

電子カルテデー
タ 

画像データ 処方データ 

介護データ 2億件 

介護システム 
データ 

介護画像デー
タ 

ケアプランデー
タ 

参加施設 1000施設 
診療所 病院 介護施設 調剤薬局 

ケアマネジャー かかりつけ医 

看護師 
薬剤師 

中核病院医師 

７００万患者に対応 
複数の大規模施設に 
余裕をもって対応できる 

２億件の医療・介護情報を 
３秒以内のレスポンスで 
まとめて表示可能 

費用対効果を重視し 
一般的な性能のサーバで 
性能を確認を実施 

700万件の患者データで３秒以内のレスポンスを実現 

現場で使いやすい高い性能と高い信頼性 3 
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医療・介護間連携 介護間連携 
 介護が欲しい医療側情報 
◦ 処方内容：服薬管理 
◦ 生活上の注意点 
◦ 緊急時対応方法 
◦ 退院時のADL、リハビリ状況 

 医療で重要な介護側情報 
◦ ADL：リハビリゴール設定 
◦ 社会・生活環境：退院計画 
◦ キーパーソン、介護担当者 
◦ バイタル情報；血圧管理など 

 医療・介護コミュニケーション 
◦ 介護担当者から主治医へ 
◦ ケアマネと主治医：ケアプラン等 

 

 ケアマネの立場 
◦ 介護状況の把握 
◦ ケアプランの作成 
◦ ケアプランの送付 

 介護サービスのつながり 
◦ 居宅、デイサービス、ショートス
テイ、施設入所で提供事業者が
異なる 

◦ サービス内容、ADLの推移を時
系列に把握 

介護施設には端末のほかに 
タブレットを配布：参照と入力 

今後の課題は・・・ 
介護ICTシステムの普及に伴って 

介護システム間連携 
連携システムとの接続 

医療・介護間連携 

151010日本遠隔医療学会 佐渡総合病院 佐藤先生セミナー講演 より抜粋 Copyright© 2015 The Council of  Sado Regional Health Care 
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入力する情報の設定 
生活注意事項の提示 
緊急対応方法の提示 

情報入力 
生活注意事項の参照 
緊急対応方法の参照 

入力情報の確認 
医療介入の判断 
在宅診療方針の見直し 
指導連絡 

•タブレット利用 
•通信機能付き血圧計など 

医療・介護間連携に求められる機能 

151010日本遠隔医療学会 佐渡総合病院 佐藤先生セミナー講演 より抜粋 Copyright© 2015 The Council of  Sado Regional Health Care 
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地域医療
ネットワーク 

在宅診療支援サービス 
（民間等） 

通信機能を持つ
測定機器 

（3G、NFC等） 

地域医療ネットワーク端末か
らサービス呼び出し 

利用者接続情報 
該当患者特定情報の送信 

該当患者のデータ画面
送信（WEB) 

測定情報
送信 患者向け

画面表示 

在宅診療支援サービスへのHUB機能 

在宅診療支援サービスとの連携 

151010日本遠隔医療学会 佐渡総合病院 佐藤先生セミナー講演 より抜粋 Copyright© 2015 The Council of  Sado Regional Health Care 
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医療介護連携のキーポイント 

15 

①統合するためのインフラ 
②実情に沿った連携 
③統合されたアーキテクチャ 
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統合医療介護連携システム ポータブル 
電子カルテ 

医療介護連携のキーポイント①：統合するためのインフラ 

多目的サーバの活用 
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医療介護連携のキーポイント② ：実情に沿った連携 

実情に沿った連携：介護領域における記録の問題 

標準化がほとんど考慮されていない、状態の変化を経時的に表現できていない 
•用語の表記・内容の差異 
•個人・事業者 
•立場・職種 
•行政関連 
•対象：高齢者、障害者など 
•提供サービス：居宅、デイサービス、ショートステイ、入所 
•ケアマネ、介護担当者 

•文章記述が中心 
•記載は個人に依存、記載方法は事業者の方針に強く影響 
•再利用、検索がほとんどできない 
•手書きが多い、ITシステムでも文章入力（ワープロ打ち） 
•提供サービスによる記述差異 
•居宅・デイサービス：比較的文章が長い、定型的記載が多い 
•入所施設：比較的文章が短い、記載方法が多彩 

医療情報と異なり、定型化した収集が非常に困難 → 意図的な伝達が必要 

「患者情報統合画面」に介護
情報を統合できない理由 

佐渡総合病院 佐藤院長資料 より抜粋 Copyright© 2015 The Council of  Sado Regional Health Care 
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医療介護連携のキーポイント② ：実情に沿った連携 

実情に沿った連携：介護領域における記録の問題 

 介護サービス利用者の状態評価 
◦ ADL関連：BADL、IADL、ADLスケール 
◦ ICF（生活機能・障害・健康の国際分類） 

 サービス計画 
◦ ケアプラン 

 サービス実施記録 
◦ 介護レセプト 
◦ 独自の記録方法 

 介護サービス提供者間の伝達 
◦ 事業者内記録 
◦ 紹介状？ 電話？ 依頼時対応？ 

誰に何を伝えたいのか？ 
誰から何を知りたいのか？ 
どのように伝えるのか？ 

状態は変化していく 
→ 変化を表現したい 

佐渡総合病院 佐藤院長資料 より抜粋 Copyright© 2015 The Council of  Sado Regional Health Care 

今回研究範囲 
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在宅高齢者 

腕時計型心拍計 
で常時状態確認 

 

血圧   SPO2  血糖    体温     体重 

訪問看護実施時、 

バイタル測定を定期的に実施 

かかりつけ医 

訪問看護師 

EHR

シ
ス
テ
ム 

何かあれば見守りシステム
から連絡が行きます 

かかりつけ医 

EHR

シ
ス
テ
ム 

訪問看護師 

利用者 

医療/介護対応者 
ケーブルTV利用で、 

利用者様から簡単に 

操作、何か困ったこと等
、TVを使って、離れた場
所にいる関係者へ相談
ができます 

TV画面 

医療介護連携のキーポイント①：統合するためのインフラ 

医療介護統合化による応用例 

今回研究範囲 
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医療介護連携のキーポイント③：統合されたアーキテクチャ 

医療データと介護データの統合 

医療DBと介護DBの統合化の必要性 

医療用と介護用のシステムをそれぞれ別々に構築すると、同
一患者の情報が分散し、二重投資の無駄になる。 患者・利用者情報 (Registry) 

患者・利用者基本情報 
氏名/生年月日/性別/住所/ 
被保険者番号/介護保険番号等 
データ所在情報 
施設情報・多職種情報 
病床・診療検査予約・利用サービス 

医療情報 (Repository) 介護情報 (Repository) 

病名・主訴・処方・検査 
・画像処置・手術 ・ 
疾病管理・クリニカルパス 

バイタル・ ADL 
看護計画 看護情報 
看護サマリー 

生活情報・食事・排泄 
介護計画・ケアプラン 
介護サービス内容 

一方、医療と介護を同一DBで管理することに対して、開示す
る情報の範囲や、開示する相手に関する懸念の声がある 

医療情報と介護情報を一元管理することの懸念 

職種によるアクセス権限の設定や、情報開示範囲の細
かな制御を可能とすることで、医療情報を介護情報を
統合して管理することが可能である。 

情報を一元化をするための技術的課題 
医療システムと介護システムで異なる操作性 

医療・介護 
DB分散の課題 

医療情報と介護情報は一元的に管理すべきである。 

医療・介護データ統合の指針 

 患者基本情報は、医療情報や介護情報に関わらず一元管理すること 
 介護システムが医療システムの「離れ小島」にすることなく、機能上で有機的に連携していること 
 医療データベースと介護データベースが分かれるのは許容する。ただし、一元管理された患者基本情報（レジストリ）から情報を参照できるこ
と（リポジトリ） 

 職種によるアクセス権限の設定や、情報開示範囲の細かな制御を可能とすること 
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医療介護連携のキーポイント③：統合されたアーキテクチャ 

連携におけるキーポイント 

総合医療介護連携システム 

患者 
計測 
聞き 

定期的
に 
計測 

訪問看護師 
携帯端末 

パソコン 
かかりつけ医 

血圧 SPO2 血糖 

体温 体重 

様々なデバイスとの連携 異常があ
れば 
通知 

医療・介護現場において連携のために新しい業務を追加するのは負担が大きくなりすぎる 
いかに負担を掛けずにデータを取得してくるかがカギ 
⇒今回は、ポータブル電子カルテとの連携を対象として研究を実施 
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医療介護連携のキーポイント③：統合されたアーキテクチャ 

連携項目・個人情報 
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医療介護連携のキーポイント③：統合されたアーキテクチャ 

実情に沿った連携・やり取りする情報 



© 2016  HealthCare Relations Co., Ltd.   All rights reserved. 

HealthCare Relations  

★K-MIX連携構造図 
（介護施設はCoEsseで連携） 

介護施設（居宅サービス） 

タブレットPC 

(1)多目的Webサーバー 

(2)多目的サーバ―連携モジュール 

CoEsse EA 

EAから(2)を起動し、
処理結果がOKなら
ファイルを取り込む 

患者情報／計測、検査、ADL情報（SS-MIX） 

病院 

クリニック 診療所 

介護 文書 医療情報 
+介護情報 

CoEsse HC 

CoEsse MC 介護情報 
+医療情報 

患者情報／計測、検査、ADL情報（MiPI） 

EAがファイル出力後
に(2)を起動する。 
処理結果がOKなら
ファイル連携成功 

介護 

介護 

その他 

CSVファイル 照会結果 
CSV 

患者情報照会要求 
基本計測データ、 
検査データ、 
ADL情報照会要求 

患者情報登録要求 
基本計測データ、 
検査データ、 
ADL情報登録要求 

ポータブル電子カルテ 
介護 氏名 山田太郎 

体温 37.1 ℃ 
患者照会 

患者情報登録 

フォルダ監視 

登録 or 照会 

登録要求
の場合は
CoEsseに
も登録 

登録情報 

照会データ 

照会結果 
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★タブレットPC（ポータブル電子カルテ）からの患者照会 
ポータブル電子カルテから患者照会要求を行う（CSVファイルで紹介情報が出力される） 
ポータブル電子カルテから出力されたファイルはEAがフォルダ監視してとりこむ 
取り込んだファイルが患者照会要求であったらEAは(2)を起動する（情報はパラメータ渡し） 
(2)の起動結果がOKであればEAが照会情報を取り込み、照会結果をCSVで出力する 
※ポータブル電子カルテとのインターフェースは課題となる 

★タブレットPC（ポータブル電子カルテ）からの患者情報登録 
ポータブル電子カルテから患者情報登録要求を行う（CSVファイルで登録情報が出力され
る） 
ポータブル電子カルテから出力されたファイルはEAがフォルダ監視してとりこむ 
取り込んだファイルが患者情報登録要求であったらEAは患者情報のMiPIファイルを出力する 
MiPIファイル出力が完了したら(2)を起動する 
(2)の起動が完了したら患者情報をMCへ登録する（REST(仮)） 

★介護システムからの患者情報登録（バッチ処理） 
日次処理で介護システムから情報を出力しEAが取り込む（通常のEAの動作） 
取り込んだ情報からMiPIファイルを出力して(2)を起動する（複数患者の情報を想定） 
患者登録が完了したらMCへ患者情報を送付する（CoEsse形式 or SS-MIX形式) 

★K-MIX連携構造図 
（介護施設はCoEsseで連携） 
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★患者情報照会 

介護施設（居宅サービス） 

タブレットPC 

(1)多目的Webサーバー 

(2)多目的サーバ―連携モジュール 

CoEsse EA 

EAから(2)を起動し、
処理結果がOKなら
ファイルを取り込む 

患者情報／計測、検査、ADL情報（SS-MIX） 

病院 

クリニック 診療所 

介護 

文書 医療情報 

CoEsse HC 

CoEsse MC 介護情報 
患者情報／計測、検査、ADL情報（MiPI） 

介護 

介護 

その他 

CSVファイル 照会結果 
CSV 

患者情報照会要求 
基本計測データ、 
検査データ、 
ADL情報照会要求 

ポータブル電子カルテ 
介護 氏名 山田太郎 

生年月日 1936/11/7 

患者照会 

フォルダ監視 

照会 

照会データ 

照会結果 
照会患者のパラメータを渡して 
(2)の患者照会要求を起動 

患者氏名：山田太郎 
生年月日：1936/11/7 

性別：男 
赤血球：400 

性別 男 
赤血球 400 
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★タブレットPC（ポータブル電子カルテ）からの患者照会 
ポータブル電子カルテから患者照会要求を行う（CSVファイルで紹介情報が出力される） 
ポータブル電子カルテから出力されたファイルはEAがフォルダ監視してとりこむ 
取り込んだファイルが患者照会要求であったらEAは(2)を起動する（情報はパラメータ渡し） 
(2)の起動結果がOKであればEAが照会情報を取り込み、照会結果をCSVで出力する 
※ポータブル電子カルテとのインターフェースは課題となる 
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★患者情報登録 

介護施設（居宅サービス） 

タブレットPC 

(1)多目的Webサーバー 

(2)多目的サーバ―連携モジュール 

CoEsse EA 

患者情報／計測、検査、ADL情報（SS-MIX） 

病院 

クリニック 診療所 

介護 

文書 医療情報 
+介護情報 

CoEsse HC 

CoEsse MC 介護情報 
+医療情報 患者情報／計測、検査、ADL情報（MiPI） 

EAがファイル出力後
に(2)を起動する。 
処理結果がOKなら
ファイル連携成功 

介護 

介護 

その他 

CSVファイル 

患者情報登録要求 
基本計測データ、 
検査データ、 
ADL情報登録要求 

ポータブル電子カルテ 
介護 氏名 山田太郎 

赤血球 400 
患者照会 

患者情報登録 

フォルダ監視 

登録 

RESTを使用
して登録(仮) 

登録情報 

★タブレットPC（ポータブル電子カルテ）からの患者情報登録 
ポータブル電子カルテから患者情報登録要求を行う（CSVファイルで登録情報が出力される） 
ポータブル電子カルテから出力されたファイルはEAがフォルダ監視してとりこむ 
取り込んだファイルが患者情報登録要求であったらEAは患者情報のMiPIファイルを出力する 
MiPIファイル出力が完了したら(2)を起動する 
(2)の起動が完了したら患者情報をMCへ登録する（REST(仮)） 

体温 37.1 ℃ 
ADL 昼食は完食 

多目的サーバーから
照会した情報 
＋介護情報 
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★タブレットPC（ポータブル電子カルテ）からの患者情報登録 
ポータブル電子カルテから患者情報登録要求を行う（CSVファイルで登録情報が出力される） 
ポータブル電子カルテから出力されたファイルはEAがフォルダ監視してとりこむ 
取り込んだファイルが患者情報登録要求であったらEAは患者情報のMiPIファイルを出力する 
MiPIファイル出力が完了したら(2)を起動する 
(2)の起動が完了したら患者情報をMCへ登録する（REST(仮)） 
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★介護システムからの患者情報連携 

(1)多目的Webサーバー 

介護施設 

介護システムPC 

(2)多目的サーバ―連携モジュール 

CoEsse EA 

患者情報／計測、検査、ADL情報（SS-MIX） 

病院 

クリニック 診療所 

介護 

文書 医療情報 
+介護情報 

CoEsse HC 

CoEsse MC 介護情報 
患者情報／計測、検査、ADL情報（MiPI） 

EAがファイル出力後
に(2)を起動する。 
処理結果がOKなら
ファイル連携成功 

介護 

介護 

その他 

CSVファイル 

患者情報登録要求 
基本計測データ、 
検査データ、 
ADL情報登録要求 

介護システム 
介護 

日次 or 月次出力 

複数患者登録 

定時取込 

CoEsse形式 
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★介護システムからの患者情報登録（バッチ処理） 
介護システムから日次または月次で患者（利用者）情報を出力する 
EAは介護システムから出力された情報を定時で取得する 
取得した患者（利用者）情報を複数人数分のMiPIファイルに編集して出力する 
出力が完了後、(2)を起動して患者情報登録要求を実行する 
患者情報登録要求が完了したらMCへ介護情報を出力する（CoEsse形式） 
※K-MIX側に患者照会（登録）していない情報をK-MIXに連携可能とするかは運用調整必要 
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お問い合わせ先 
 

株式会社ヘルスケアリレイションズ 
 
 

〒182-0025 
東京都調布市多摩川3-35-4 
TEL 042-485-7130   FAX 042-485-7216 
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